
新島襄は外国で微積分学を学んだ最初の日本人だった

のではなかろらか。写真はアーモスト大学での微積分学

の教科書、ルーミス著『解析幾何学および微磧分学要

綱』 a868)の扉。書き込みがあり、多くの計算メモが

挿入されている。本文91頁参照


